
『
江
都
督
耕
一
言
願
文
集
』

に
お
け
る

「
姑
射
」

の
用
法

ー
平
安
前
・
中
期
漢
詩
文
と
の
比
較
を
通
し
て
i

は
じ
め
に

大
江
匡
一
房
作
願
文
の
集
大
成
で
あ
る
「
江
都
督
納
言
願
文
集
」
は
、

一二

O
篇
以
上
の
願
文
を
集
録
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
願
文
の
中
に
は
漢

籍
を
出
典
と
す
る
表
現
が
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
「
有
虞

帝
之
歪
謹
也
、
遂
告
1
別
於
九
疑
之
雲
-
」
(
巻
一
「
後
三
条
院
五
七
日
御

願
文
」
)
や
「
往
而
不
レ
反
、
梧
帥
登
空
之
霞
忽
鈴
」
(
巻
一
「
堀
河
続
出

臣
結
縁
経
供
養
願
文
」
)
が
そ
の
類
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
表
現
に
は
、

「
史
記
」
五
帝
本
紀
な
ど
に
-
記
さ
れ
る
中
国
伝
説
上
の
有
徳
の
帝
、
舜
の

故
事
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
舜
が
葬
ら
れ
た
「
九
疑
」
山
を
、
後

者
は
舜
が
亡
く
な
っ
た
地
、
蒼
梧
に
因
ん
だ
「
梧
紬
」
を
引
き
合
い
に
出

し
、
そ
れ
ぞ
れ
後
三
条
院
と
堀
河
院
を
舜
に
な
ぞ
ら
え
て
、
そ
の
死
を
悼

ん
だ
表
現
で
あ
る
。
「
江
都
督
納
言
願
文
集
〕
に
お
け
る
漢
籍
を
出
典
と

す
る
表
現
の
中
に
は
、
神
仙
と
関
連
す
る
諾
が
数
多
く
存
在
す
る
。
そ
の

一
つ
が
、
宇
壮
子
」
(
遺
遥
遊
)
に
あ
る
次
の
記
述
を
出
典
と
す
る
「
姑
射
」

で
あ
る
。

馬

耀

貌
姑
射
之
山
有
神
入
居
駕
。
肌
膚
若
一
氷
雪
一
、
淳
約
若
一
処

子
。
不
レ
食
五
穀
、
吸
レ
風
欽
レ
露
。
来
雲
気
御
一
飛
龍
、
部

遊
乎
四
海
之
外
。

右
の
出
典
に
お
い
て
、
神
仙
が
住
む
場
所
を
意
味
す
る
「
貌
姑
射
之
山
」

は
、
「
姑
射
」
も
し
く
は
「
射
山
」
「
姑
山
」
な
ど
の
形
と
し
て
(
使
宜
上
、

以
下
で
は
す
べ
て
「
姑
射
」
と
総
称
す
る
)
、
「
江
都
督
納
言
願
文
集
」
の

二
十
二
篇
の
願
文
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
十
二
笛
所
の

「
姑
射
」
は
、
本
来
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
例
は
一
つ
も
な
く
、
す
べ
て

が
も
と
の
意
味
か
ら
転
じ
た
比
聡
表
現
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
比
除
的
な
使
い
方
は
、
日
本
漢
詩
文
史
上
に
お
い
て
、
ど
の

時
点
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
か
。
こ
の
疑
問
を
解
き
明
か
す
た
め
、

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
「
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
お
け
る
「
姑
射
」
の
意

味
を
分
類
し
、
そ
の
う
え
で
、
上
代
か
ら
の
漢
詩
文
に
お
け
る
「
姑
射
」

の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
考
察
を
通
じ
て
得
た
結
果
を
踏
ま
え
、

「
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
お
け
る
「
姑
射
」
の
用
例
と
照
ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
、
「
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
お
け
る
「
姑
射
」
の
受
容
の
仕
方

を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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「
江
都
督
納
言
願
文
集
」
に
お
け
る
「
姑
射
」
の
用
例

冒
頭
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
「
姑
射
」
は
「
江
都
督
納
言
願
文
集
」

の
二
十
二
篇
に
お
い
て
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
の
二
十
二
箇
所
を
作
成
時
期

の
頗
に
列
挙
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
酪
関
有
レ
、
心
、
忽
楽
町
一
脱
履
於
姑
射
之
山
一
、
幻
泡
厭
レ
世
、
一
史
逐

A

虚
舟

於
菩
提
之
海
。

(一
-gigs

一
後
三
条
続
五
七
日
御
願
文
・
延
久
五
年
(
一

O
七
三
)
)

⑦
矧
刺
山
之
雲
、
送
-
万
劫
一
部
弥
明
。
加
熱
何
郷
之
雲
、
歴
三
祇
-
而
更
静
。

(
六
i
一
五
但
馬
守
高
階
為
章
毘
沙
門
堂
供
養
・
寛
治
一
ニ
年
(
一

O
八
九
)
)

①
氷
雪
弥
清
、
姑
射
之
山
常
勢
、
煙
霧
一
小
レ
犯
、
加
盟
…
何
之
郷
長
関
。

(
ニ
|
二
白
河
院
熊
野
山
多
宝
塔
供
養
願
文
・
寛
治
五
年
(
一

O
九

二

)

①
仰
願
、
以
:
此
善
根
・
、
普
皆
廼
向
。
治
水
之
遊
、
波
浪
不
レ
起
。
刻
刻

之
楽
、
日
月
不
レ
傾
。

(
二
|
西
白
河
院
橋
寺
供
養
願
文
・
寛
治
五
年
(
一

O
九

二

)

①
今
上
陛
下
禁
鴎
之
中
、
撫
洛
図
-
部
契
こ
千
秋
a

。
禅
定
仙
院
制
尚
之
上
、

計
:
宝
算
間
期
-e
万
歳
。

(一ニ
il--
九
宙
科
天
満
宮
安
楽
寺
堂
供
養
願
文
・
康
和
二
年
(
一
一

O
O
)
)

①
以
此
功
徳
酒
、
奉
レ
廻
1
施
金
輪
聖
王
禅
定
仙
説
。
鳳
披
風
芳
、
矧
刻

雪
潔
。

(二

l
一
五
白
河
天
皇
女
御
道
子
九
条
堂
丈
六
阿
弥
陀
像
供
養
願
文
・

康
和
四
年
(
一
一

O
二
)
)

⑦
金
輪
聖
王
禅
定
仙
院
、
参
天
両
地
之
化
、
鳳
披
之
雲
長
関
。
木
父
金
母

之
齢
、
刷
出
之
雪
吏
潔
。

(一ニ

i
二

O
自
科
宇
佐
官
新
堂
供
養
願
文
・
康
和
四
年
(
一
一

O
二
)
)

③
含
元
殿
之
中
、
臼
月
不
レ
傾
、
刻
刻
刻
之
上
、
氷
雪
永
潔
。

(六
j
一
七
医
師
惟
宗
俊
則
堂
供
養
願
文
・
康
和
田
年
(
一
一

O
二
)
)

③
禅
定
仙
院
、
金
輪
車
主
、
弥
潔
二
雪
膚
於
姑
射
一
、
久
保
一
一
日
角
於
鳳
披
一
。

(三
iei--

一
五
自
料
仁
和
寺
般
若
寺
供
養
願
文
・
康
和
五
年
(
一
一

O
三
)
)

⑮
姑
射
雲
底
、
仰
-
黄
軒
一
而
夙
夜
日
深
。
博
望
月
前
、
亜
一
締
里
一
而
愛

髪
霜
重
。

(三
l

・t・
-
一
一
一
ニ
修
理
大
夫
顕
季
卿
仁
和
寺
九
体
的
弥
陀
堂
供
養
願
文
・
長

治
元
年
(
一
一

O
四
)
)

⑪
象
閥
之
月
、
争
乾
坤
-
而
共
懸
。
州
制
之
水
、
論
一
一
金
石
一
而
弥
潔
。

(二
j

一
四
白
河
天
皇
女
御
道
子
九
条
堂
供
養
願
文
・
嘉
承
元
年

(
一
一

O
六
)
)

⑫
射
山
之
風
雪
長
静
、
寿
域
之
春
秋
無
レ
彊
。

(
一
l
一
五
興
福
寺
最
勝
院
供
養
願
文
・
嘉
承
二
年
(
一
一

O
七
)
)

⑬
至
孝
不
レ
修
之
悲
、
顧
二
矧
射
而
遺
恨
。
克
レ
己
復
レ
礼
之
行
、
到
仏

国
有
:
何
疑
。

(
二
l
一
六
堀
河
院
中
陰
仏
事
追
善
供
養
版
文
・
嘉
承
二
年
(
一
一

O
七
)
)

⑬
察
車
一
小
レ
帰
、
姑
山
之
雲
忽
惨
。
驚
興
委
出
、
后
庭
之
露
猶
滋
。

(一

l

八
堀
河
院
照
忌
追
善
供
養
願
文
・
嘉
承
三
年
(
一
一

O
八
)
)

⑬
姑
射
之
上
、
沿
水
之
揚
。
寿
如
南
山
、
学
赤
松
-
而
伴
自
石
。

齢
開
;
西
母
・
、
得
地
仙
-
部
将
谷
神
-
。

(
一
ー
ー
一
六
法
勝
寺
北
斗
受
茶
隷
堂
供
養
願
文
・
天
仁
二
年
(
一
一

O
九
)
)

⑬
州
側
之
辺
、
仙
院
之
地
、
氷
顔
玉
体
、
送
:
千
秋
雨
弥
潔
。
蓬
莱
階
隅
、

歴
-
万
劫
而
、
水
盤
。

(一

i

一
九
一
品
経
結
縁
供
養
版
文
・
天
仁
二
年
(
一
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⑫
剣
山
之
上
、
治
河
之
織
。
勝
理
加
熱
レ
変
、
風
水
弥
和
。

(一

i

二
O
鳥
羽
天
皇
日
吉
社
仁
王
経
供
養
願
文
・
天
仁
二
年
(
一
一

O
九
)
)

⑬
無
何
有
之
郷
、
総
婦
制
之
嶺
。
王
母
仙
桃
之
三
千
年
、
法
於
日
一
制
。

龍
智
関
梨
之
七
百
哉
、
視
如
児
子
。

(
ニ
!
一
八
白
河
院
成
菩
提
院
三
重
宝
塔
供
養
願
文
・
天
仁
二
年

(一一

O
九
)
)

⑬
以
肝
山
功
徳
、
上
献
鳳
閥
、
一
史
資
・
姑
山
-
。
保
-
万
歳
之
寿
揺
-
、

致
-
-
四
海
之
太
平
-
。

(六
i

三
藤
原
為
一
房
朝
臣
官
露
寺
修
善
供
養
願
文
・
天
仁
三
年

(
一
一
一

O
)
)

@
又
奉
レ
折
禅
定
仙
院
。
広
英
之
野
、
毎
レ
春
之
臨
幸
無
レ
彊
。
姑
射
之

山
、
歴
レ
劫
之
寿
福
不
レ
測
。

(一

i
五
石
清
水
八
縮
御
塔
供
養
願
文
・
天
永
元
年
(
一
一
一

O
)
)

@
又
奉
レ
資
‘
禅
定
仙
院
。
億
齢
億
齢
、
再
糠
者
志
之
切
也
。
万
劫
万
劫
、

重
一
言
者
望
之
深
也
。
一
事
一
物
、
出
:
於
射
山
之
風
塵
-
。
公
云
私
云
、

成
於
扮
水
之
譲
沢

e

。

(
六
|
一
六
上
総
権
介
佐
藤
季
清
紀
伊
国
毘
沙
門
堂
供
養
願
文
・
天
、
水

元
年
(
一
一
一

O
)
)

⑫
金
紫
成
レ
行
、
締
薙
撲
レ
地
。
以
照
一
-
掛
端
射
之
嶺
一
、
以
耀
二
無
何
有
之

wω
・。

抗
力
目

(二
i

九
白
河
院
六
十
御
賀
〈
擬
作
〉
・
天
永
三
年
(
二
一
二
)
)

こ
の
二
十
二
条
の
「
姑
射
」
を
、
大
ま
か
に
分
け
る
と
表
一
の
よ
う
に
、

場
所
を
表
す
も
の
と
人
を
表
す
も
の
に
区
別
で
き
る
。

表場
所
を
表
す
「
姑
射
」

人
を
表
す
「
姑
射
」

8 

つ
ま
り
、
こ
の
二
十
二
条
の
中
、
⑬
と
⑬
以
外
の
「
姑
射
」
は
、
す
べ

て
場
所
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
原
典
「
荘
子
』
に
お
け
る
「
姑

射
」
も
、
神
仙
の
住
む
場
所
を
表
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
表
一
の

上
段
は
、
原
典
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
姑
射
」
は
一
つ
も
な
く
、

い
ず
れ
も
本
来
の
意
味
か
ら
派
生
し
た
場
所
を
比
織
的
に
表
す
も
の
で
あ

る
。
例
を
挙
げ
る
と
、
①
の
「
姑
射
」
は
後
三
条
院
が
退
位
す
る
こ
と
を

言
い
表
す
も
の
で
あ
り
、
「
現
世
で
の
理
想
郷
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
で

き
る
。
⑫
の
「
姑
射
」
は
「
院
御
所
」
を
た
と
え
た
言
い
方
で
あ
る
。
白

河
院
を
表
す
⑬
と
⑬
の
「
姑
射
」
は
、
場
所
で
あ
る
「
院
御
所
」
か
ら
、

そ
の
場
所
に
い
る
人
、
す
な
わ
ち
上
皇
と
い
う
意
味
に
転
じ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
「
院
御
所
」
を
表
す
「
姑
射
」
の
用
例
を
さ
ら
に
、
⑫

の
よ
う
な
単
純
に
「
続
御
所
」
と
い
う
場
所
を
表
す
も
の
と
、
①
の
よ
う

な
、
「
院
御
所
」
を
表
す
と
同
時
に
、
対
句
全
体
の
文
脈
に
お
い
て
院
の

長
寿
も
し
く
は
安
泰
を
祈
願
す
る
も
の
と
、
@
の
よ
う
な
院
の
恩
恵
を
表

す
も
の
に
細
分
化
で
き
る
。
そ
の
細
分
化
し
た
二
十
二
条
の
「
姑
射
」
の

意
味
を
表
二
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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表

院
の
長
寿
・
安
泰

院
の
患
恵

現
世
で
の

理
想
郷

上
皇

院
御
所

@ 

① 
表
二
に
見
え
る
「
姑
射
」
の
意
味
は
、
全
部
で
五
種
類
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
比
験
的
に
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
法
は
、
「
江
都
督

納
一
宇
宙
願
文
集
」
独
自
の
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以
前
の
漢
詩
文

か
ら
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
以
下
で
は
上
代
よ
り
平
安
前
・
中
期
ま

で
の
漢
詩
文
集
か
ら
用
例
を
拾
い
上
げ
、
文
体
で
詩
と
願
文
と
そ
れ
以
外

に
分
け
て
、
「
姑
射
」
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
。

詩
に
お
け
る
「
姑
射
」
の
用
例

「
姑
射
」
の
用
例
は
日
本
最
吉
の
漢
詩
集
で
あ
る
「
懐
風
藻
」
に
す
で

に
次
の
三
例
が
見
ら
れ
る
。

五
一
吉
田
。
春
日
、
応
レ
認
。
二
苔
。
(
其
二
)
百
瀬
多
益
須

①
剰
刺
遁
こ
太
策
、
陛
巌
索
一
神
仙
一
。
量
若
聴
覧
際
、
仁
智
寓
山
川
。

(二

O
)

五

言

。

麗

ゴ

従

吉

野

宮

一

。

一

首

。

紀

男

人

②
鳳
蓋
停
二
南
岳
一
、
追
由
一
時
智
与
仁
。
(
中
略
)
此
地
仙
霊
宅
、
何
須
刻
刻
倫
。

(
七
一
ニ
)

五

言

。

従

こ

駕

吉

野

宮

一

。

高

向

諸

足

③

誰

詩

娼

剰

嶺

、

駐

レ

揮

望

仙

宮

。

(

一

O
二
)

①
と
②
は
両
方
と
も
、
「
子
日
、
智
者
楽
J

水
、
仁
者
楽
J

山
、
智
者
動
、

仁
者
静
、
智
者
楽
、
仁
者
寿
」
(
「
論
語
』
(
薙
也
)
)
を
踏
ま
え
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
神
仙
壌
で
あ
る
「
姑
射
」
や
「
蛙
巌
」
に
神
仙
を
求
め
る
よ

り
も
、
天
子
が
政
治
を
行
う
余
暇
に
、
仁
と
智
の
心
を
山
水
に
寄
せ
る
こ

と
を
称
揚
す
る
①
に
対
し
て
、
②
と
③
は
「
姑
射
」
を
引
き
合
い
に
出
し
、

吉
野
宮
の
す
ば
ら
し
さ
を
謡
歌
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

右
の
三
例
は
、
讃
え
る
対
象
に
、
山
水
に
心
を
寄
せ
る
行
為
と
自
の
前

に
あ
る
吉
野
宮
と
の
区
別
が
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
比
較
の
手
法
と
し

て
「
姑
射
」
を
持
ち
出
し
て
い
る
。
①
と
②
③
に
お
け
る
「
姑
射
」
は
す

べ
て
「
荘
子
』
(
迫
遥
遊
)
の
原
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

詩
の
用
例
は
「
懐
風
藻
」
の
ほ
か
に
、
「
文
華
秀
麗
集
」
に
も
見
ら
れ
る
。

奉
レ
和
レ
翫
4

一

春

雪

一

。

一

首

。

滋

野

貞

、

王

④
翫
二
春
雪
一
、
雪
影
翻
翻
培
四
隣
4
0

姑
射
遥
間
一
二
処
子
一
、
王
門
時

見
一
五
車
輪
一
(

4

)

O

(

巻
下
・
雑
詠
・
二
一
七
)

前
引
し
た
「
荘
子
」
(
遺
遥
遊
)
に
、
「
雪
」
を
使
っ
て
神
仙
の
肌
を
形

容
す
る
「
肌
膚
若
二
氷
雪
-
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
③
は
、
雪
を
描
写

す
る
詩
句
を
導
き
出
す
た
め
に
、
こ
の
表
現
を
踏
ま
え
て
、
「
姑
射
」
を

用
い
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
姑
射
」
は
、
「
処
子
」
と
対
応
し
て
、
原
典
「
荘

子
い
の
も
と
の
意
味
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
用
例
で
あ
る
。

「
懐
風
藻
」
と
吋
文
筆
秀
麗
集
」
に
お
け
る
「
姑
射
」
は
、
い
ず
れ
も

本
来
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
定
問
家
文
革
」
で
は
そ

れ
ら
と
異
な
る
意
味
と
な
っ
て
い
る
。

一
世
間
同
。
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三
月
三
日
、
同
賦
:
花
時
天
似
-
レ
酔
、
応
レ
製
。
井
レ
序
。

①
帝
尭
州
制
華
顔
少
、
不
レ
用
紅
勾
上
レ
面
総
。
(
巻
第
五
・
三
四
二
)

右
は
「
三
月
三
日
、
同
賦
:
花
時
天
似
レ
酔
、
応
レ
製
。
井
レ
序
」
詩
の

尾
聯
で
あ
る
。
向
詩
の
序
と
と
も
に
、
吋
和
漢
朗
詠
集
」
(
巻
上
・
春
)
に

収
め
ら
れ
る
鎮
聯
、
「
煙
鐘
遠
近
応
向
戸
‘
、
桃
李
浅
深
似
勧
盃
」
は

人
口
に
檎
策
す
る
名
句
と
し
て
知
ら
れ
る
。
尾
聯
の
「
帝
尭
」
は
、
中
国

の
古
の
聖
天
子
尭
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
宇
多
天
皇
を
尭
に
な
ぞ
ら

え
た
言
い
方
で
あ
る
。
「
姑
射
」
は
天
皇
の
い
る
宮
中
を
た
と
え
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
詩
に
お
け
る
「
姑
射
」
は
、
本
来
の
意
味
と
天
皇
の
住

震
を
指
す
と
い
う
こ
つ
の
場
合
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

文
に
お
け
る
「
姑
射
」

の
用
例

文
に
お
け
る
「
姑
射
」
の
古
い
用
例
は
、

が
で
き
る
。

献
党
字
井
雑
文
一
表
一
首

①
龍
瑞
紀
レ
宮
、
、
水
橡
-
矧
刻
一
。
鳳
祥
名
レ
職
、

「
性
霊
集
」

に
求
め
る
こ
と

放

i蹟
2P金
一一審閣5
7fマ

1m 

J¥ 

献
二
東
太
上
李
邑
書
遮
一
表

②
議
以
桑
門
之
秘
遮
-
、
敢
奉
1
献
組
制
之
遊
自
一
。

(
巻
第
盟
・
一
ニ
二
)

①
は
空
海
が
嵯
峨
天
皇
に
献
じ
た
表
の
中
に
仕
立
て
ら
れ
た
隔
句
対
で

あ
り
、
こ
こ
で
の
「
姑
射
」
は
、
「
金
関
」
と
と
も
に
天
皇
の
住
居
を
表
す
。

②
は
題
に
あ
る
「
東
太
上
」
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
表
が
献
上
さ

れ
た
時
、
嵯
峨
天
皇
は
す
で
に
上
皇
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
姑

射
」
の
後
に
動
作
性
を
表
す
「
遊
自
」
が
あ
る
の
で
、
②
の
「
姑
射
」
は

上
皇
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
で
、
「
性
霊
集
」

に
お
け
る
「
姑
射
」
の
用
例
は
天
皇
の
住
居
と
上
皇
そ
の
も
の
を
指
す
も

の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

「
性
筆
集
」
の
次
に
見
ら
れ
る
文
に
お
け
る
「
姑
射
」
の
用
例
は
、
「
本

初
文
粋
」
ま
で
く
だ
る
こ
と
と
な
る
。
詩
の
用
例
が
確
認
で
き
た
『
菅
家

文
革
」
に
、
文
の
用
例
が
な
い
こ
と
は
意
外
な
事
実
で
あ
る
。

「
本
朝
文
粋
い
の
用
例
は
次
の
よ
う
に
、
詩
序
に
集
中
し
て
い
る
。

就

:

花

枝

一

応

レ

製

回

達

音

①
夫
難
レ
過
者
笠
主
也
、
易
レ
失
者
花
時
也
。
矧
射
月
明
、
粧
楼
香
飛
。

臣
等
何
幸
事
得
雨
兼
。
(
巻
第
十
・
詩
序
・
木
・
二
九
四
)

九
日
後
初
侍
一
宴
朱
雀
院
同
賦
二
秋
思
入
一
一
寒
松
一
応
二
太
上
皇
製
↑

紀
納
言

④
醇
薙
在
レ
限
、
如
レ
登
一
州
制
之
出
。
水
石
随
L

身
、
疑
レ
尋
一
峰
桐
之
環
。

(
巻
第
十
・
詩
序
・
木
・
二
八
七
)

春
日
向
斌
二
隔
レ
花
遥
勧
一
レ
酒
応
二
太
上
皇
一
製
-
菅
締
昭

⑤
糸
竹
間
奏
、
成
楊
県
之
地
自
清
。
脇
詠
不
レ
休
、
親
娼
射
之
山
欲
レ
略
。

(
巻
第
十
・
詩
浮
・
木
・
二
九
八
)

暮
春
同
賦
二
一
落
花
乱
-
舞
衣
一
各
分
一
一
一
字
応
太
上
皇
製
一

後
江
相
公

⑥
於
レ
是
遠
尋
一
一
姑
射
之
輪
一
、
誰
伝
一
鷲
歌
一
。
亦
間
一
一
無
何
之
郷
守
、
不
レ

奏

一

昨

味

舞

一

。

(

巻

第

十

・

詩

序

・

木

・

三

O
六
)

①
の
「
姑
射
」
は
場
所
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
題
に
「
応
J

製
」
と
い

う
字
面
も
あ
る
の
で
、
①
の
門
性
霊
集
」
と
同
じ
く
、
天
皇
の
住
居
を
表
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す
も
の
で
あ
る
。
「
菅
家
文
草
」
に
あ
る
同
題
の
詩
は
、
寛
平
四
年
の
作

と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
①
の
「
姑
射
」
は
宇
多
天
皇
の
住
居
を
指
す
も
の

と
関
心
わ
れ
る
。
④
は
宇
多
上
皇
御
所
の
景
色
を
神
仙
境
の
「
姑
射
」
と
「
蛇

桐
」
に
た
と
え
た
も
の
で
、
前
節
で
見
た
「
懐
風
藻
」
の
用
例
と
同
様
の

使
い
方
を
し
て
お
り
、
こ
こ
で
の
「
姑
射
」
は
、
「
荘
子
」
に
あ
る
本
来

の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
①
と
⑥
は
、
朱
雀
上
皇
の

住
居
で
催
さ
れ
る
宴
会
の
場
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

両
方
と
も
上
皇
の
御
所
を
「
姑
射
」
に
た
と
え
た
も
の
で
あ
る
。
「
本
朝

文
粋
」
に
い
た
っ
て
、
「
性
霊
集
」
の
天
皇
の
住
居
と
上
皇
そ
の
も
の
を

指
す
用
法
に
加
え
、
「
上
皇
の
御
所
」
と
い
う
意
味
が
新
た
に
現
れ
た
の

で
あ
る
。

「
姑
射
」
と
上
皇
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
す
で
に
山
本
真
吾
氏
、
渡
辺

秀
夫
氏
と
李
育
嫡
氏
の
論
考
が
あ
る
。
中
で
も
特
に
李
氏
の
論
考
は
、
上

皇
お
よ
び
院
御
所
と
「
姑
射
」
と
の
結
び
つ
き
が
日
本
特
有
の
も
の
と
す

る
山
本
氏
と
渡
辺
氏
の
主
張
に
対
し
、
唐
文
に
用
例
が
あ
る
こ
と
を
示
し

た
う
え
で
、
「
上
皇
を
神
仙
に
見
立
て
る
手
法
や
、
「
貌
姑
射
」
と
結
び
つ

け
る
趣
向
」
は
、
「
麿
代
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
李
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
「
姑
射
」
の
多
様
な
用
法
が

中
国
に
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。

四

願
文
に
お
け
る
「
姑
射
」

の
用
例

続
い
て
、
願
文
に
お
け
る
「
姑
射
」
の
用
例
に
つ
い
て
見
る
。
「
姑
射
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
願
文
は
、
主
に
吋
性
笠
集
」
と
吋
本
初
文
粋
い
に
見

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
閤
例
が
あ
る
。
ま
ず
、
「
性
整
集
」
に
お
け
る
願
文
の

用
例
を
挙
げ
る
。

奉
1
為
桓
武
皇
帝
講
↓
太
上
御
書
金
字
法
華
一
連
噺

①
太
上
天
皇
、
超
然
守
二
、
姑
射
忘
レ
帰
、
脱
礎
谷
レ
神
、
沿
河
盤
楽
。

(
巻
第
六
・
凶
五
)

右
将
軍
良
納
言
為
:
開
府
儀
同
三
可
左
僕
射
↓
設
二
大
祥
蔚
一
願
文

②
太
上
天
皇
、
劉
削
逸
楽
、
契
久
挑
棒
、
治
河
盤
興
、
期
、
水
芥
石
一
。

(
巻
第
六
・
四
八
)

荒
城
大
夫
奉
レ
造
橋
上
仏
像
一
願
文
一
首

①
唆
糧
吐
レ
故
、
城
一
選
'
射
而
雄
桓
。
駁
鵠
策
レ
風
、
都
大
経
市
政
恵
。

(
巻
第
七
・
六
こ

被
レ
修
:
公
家
仁
王
講
-
表
白
一
首

④
太
上
天
皇
、
姑
射
之
遊
、
与
八
仙
無
レ
極
。
袈
城
之
徳
、
千
葉
流

其

芳

。

(

巻

第

八

・

八

四

)

①
②
④
の
「
姑
射
」
は
、
い
ず
れ
も
願
意
を
述
べ
る
部
分
に
位
置
し
て

お
り
、
宗
主
も
し
く
は
「
遊
」
と
い
う
文
字
と
結
び
付
く
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。
①
は
上
皇
の
安
楽
な
生
活
を
祈
る
も
の
で
あ
っ
て
、
②
と
④
は
、

こ
の
安
楽
な
暮
ら
し
が
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う
に
と
い
う
意
味
も
含
ん
で

い
る
。
対
し
て
、
①
は
、
神
仙
の
超
然
と
し
た
様
を
描
く
願
文
の
冒
頭
部

分
に
位
謹
し
て
お
り
、
本
来
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
①
②
④
の
「
姑
射
」
の
意
味
は
、
「
院
御
所
」
と
い
う
解

釈
も
で
き
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
姑
射
」
は
三
っ
と
も
「
院

御
所
」
と
い
う
単
純
な
意
味
で
は
な
く
、
嵯
峨
上
皇
の
退
位
後
の
境
地
に

つ
い
て
一
吉
う
も
の
で
あ
る
。
単
な
る
場
所
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
場
所
に

い
る
人
物
の
境
地
を
表
す
「
姑
射
」
を
、
「
説
御
所
」
よ
り
「
上
皇
の
安

楽
な
生
活
」
と
解
釈
し
た
方
が
、
「
姑
射
」
が
持
つ
広
汎
な
象
徴
的
な
意
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味
が
理
解
で
き
る
と
考
え
、
①
①
①
の
「
姑
射
」
を
「
上
皇
の
安
楽
な
生

活
」
と
解
釈
す
る
。

次
に
、
「
本
朝
文
粋
」
に
お
け
る
願
文
の
用
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

陽

成

院

四

十

九

日

御

願

文

後

江

相

公

①
鮒
射
叫
之
上
、
送
:
八
十
年
之
春
風
。
功
徳
林
之
中
、
迎
四
八
相
之

秋

月

。

(

巻

第

十

四

・

願

文

下

・

追

修

・

四

一

二

)

朱

雀

院

四

十

九

日

御

願

文

後

江

相

公

①
刺
出
計
レ
日
、
札
箭
頻
移
。
剃
制
隔
レ
雲
、
漏
水
麗
滴
。

(
巻
第
十
四
・
願
文
下
・
追
修
・
四
二
ニ
)

同

院

(

朱

雀

院

)

周

忌

御

願

文

後

江

相

公

⑦
我
上
皇
九
重
之
居
非
レ
不
レ
賞
也
、
豊
若
:
姑
射
之
幽
関
-
。
四
海
之
家

未
レ
作
レ
貧
也
、
豊
若
・
真
如
之
寂
静
一
。

(
巻
第
十
四
・
願
文
下
・
追
修
・
四
一
四
)

円

融

院

四

十

九

日

御

願

文

菅

相

公

輔

正

③
泡
山
可
L

獄
、
忽
尋
矧
則
之
畿
遼
。
苦
海
将
レ
救
、
遂
入
仏
海
之
清
虚
4
0

(
巻
第
十
四
・
願
文
下
・
追
修
・
四
一
五
)

①
の
「
姑
射
」
は
、
陽
成
院
が
八
十
年
の
人
生
を
送
っ
た
場
所
と
さ
れ

て
お
り
、
「
現
世
で
の
理
想
郷
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
で
き
る
。
①
は
朱

雀
院
が
逝
去
し
て
残
さ
れ
た
人
々
の
悲
し
み
を
言
う
も
の
で
あ
り
、
こ
こ

で
の
「
姑
射
」
は
「
院
御
所
」
を
指
す
も
の
か
。
⑦
と
③
は
そ
れ
ぞ
れ
朱

雀
院
と
円
融
践
が
天
皇
の
位
か
ら
退
く
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
り
、
⑤
と

伺
じ
く
、
「
姑
射
」
は
「
現
世
で
の
理
想
郷
」
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
「
姑
射
」
の
意
味
を
、
次
の
表
三
に
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
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「
姑
射
」
と
い
う
語
は
、
「
懐
風
藻
」
と
「
文
華
秀
麗
集
」
で
は
、
本

来
の
意
味
で
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
初
期
の
詩
作
に
お
け
る

原
典
「
荘
子
」
の
影
響
が
色
濃
く
残
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
『
性
霊
集
』
に

な
る
と
、
本
来
の
意
味
以
外
、
天
皇
の
住
居
と
上
皇
、
お
よ
び
供
養
願
文

の
願
意
部
分
に
用
い
ら
れ
る
上
皇
の
安
楽
な
生
活
を
祈
る
意
味
が
新
た
に

現
れ
る
。
そ
の
中
の
天
皇
の
住
居
を
表
す
用
法
は
、
定
自
家
文
革
』
と
『
本

朝
文
粋
」
に
継
承
さ
れ
る
。
定
民
家
文
革
』
に
は
「
姑
射
」
の
用
例
が
一

つ
し
か
な
い
た
め
、
天
皇
の
住
居
以
外
の
用
法
は
当
然
見
ら
れ
な
い
。
「
本

朝
文
粋
」
に
い
た
る
と
、
従
来
の
、
本
来
の
意
味
と
天
皇
の
住
居
を
表
す

用
法
に
、
「
院
御
所
」
と
「
現
世
で
の
理
想
郷
」
と
い
う
意
味
が
新
た
に

加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
現
世
で
の
理
想
郷
」
と
い
う
意
味
は
、
主
に

院
が
逝
去
し
た
追
善
願
文
に
お
い
て
、
そ
の
退
位
を
描
く
部
分
に
用
い
ら

れ
る
。
「
陽
成
続
四
十
九
日
御
願
文
」
は
そ
の
初
見
で
あ
り
、
「
朱
雀
続
四
川

忌
御
願
文
」
と
「
円
融
院
四
十
九
日
御
願
文
」
が
そ
れ
に
続
く
。
前
二
篇

の
作
者
が
大
江
朝
網
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
「
院
御
所
」
と
い
う

意
味
に
つ
い
て
は
、
詩
序
と
願
文
に
お
け
る
用
例
は
い
ず
れ
も
朱
雀
院
の
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御
所
に
つ
い
て
言
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
の
二
篤
は
大
江
朝
綱
の
作
で

あ
る
。

五

『
江
都
督
納
一
一
語
藤
文
集
」
に
お
け
る
「
姑
射
」

の
用
法

次
は
、
「
江
都
督
納
一
吉
原
文
集
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
表
三
の
も
の
と

照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
表
こ
の
項
目
願
に
し
た
が
っ
て
見
る
。

表
二
の
「
現
世
で
の
理
想
郷
」
と
い
う
意
味
が
も
っ
と
も
早
く
現
れ
た

の
は
、
「
本
朝
文
粋
』
に
お
け
る
大
江
朝
網
作
の
願
文
で
あ
る
。
「
本
朝
文

粋
」
に
お
い
て
、
こ
の
意
味
を
表
す
「
姑
射
」
は
追
善
願
文
の
、
亡
く
な

っ
た
院
が
天
皇
の
位
か
ら
退
く
場
面
を
描
く
部
分
に
登
場
す
る
。
表
二
①

の
「
姑
射
」
も
、
そ
れ
と
同
様
の
使
い
方
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
「
玉

沢
不
渇
抄
」
の
追
善
願
文
の
十
番
構
成
で
言
え
ば
、
二
番
の
「
聖
霊
平
生

存
生
之
様
」
に
あ
た
る
。

二
段
患
の
「
上
皇
」
を
指
す
用
例
は
⑬
と
⑬
で
あ
る
。
「
上
皇
」
を
指
す
「
姑

射
」
は
門
性
霊
集
」
に
も
用
例
が
あ
っ
た
が
、
⑫
は
そ
れ
と
同
じ
く
、
「
姑

射
」
を
「
上
皇
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
、
い
わ
ば
換
除
的
な
使
い

方
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
⑬
の
用
例
で
あ
る
。
⑬
は
①
と
同

じ
く
追
善
願
文
で
あ
り
、
「
姑
射
」
は
十
番
構
成
の
五
番
「
悲
嘆
事
」
に

あ
た
る
部
分
に
あ
り
、
故
堀
、
持
続
の
父
院
白
河
院
を
指
す
。
追
善
願
文
に

お
い
て
、
「
姑
射
」
を
逝
去
し
た
院
で
は
な
く
、
存
命
中
の
践
に
用
い
る

こ
の
用
例
は
特
殊
の
使
い
方
と
言
え
る
。

次
の
「
院
御
所
」
を
表
す
用
法
は
、
「
本
朝
文
粋
』
か
ら
受
け
継
い
だ

も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
に
当
て
は
ま
る
「
姑
射
」
も
、
換
験

的
な
使
い
方
で
、
「
院
御
所
」
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
吋
性
霊
集
」

の
「
天
皇
の
住
居
」
を
表
す
用
例
も
大
き
く
は
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

四
段
目
の
「
慌
の
長
寿
・
安
泰
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
こ
の
意
味
に
当

て
は
ま
る
用
例
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
は
、
前
節
で
見

た
①
②
④
の
「
性
霊
集
」
の
用
例
と
同
じ
く
、
願
意
に
あ
た
る
部
分
に
存

す
る
。
た
だ
、
「
姑
射
」
が
「
楽
」
や
「
遊
」
と
い
う
文
字
と
組
み
合
わ

さ
れ
る
「
性
霊
集
」
の
用
例
に
対
し
て
、
「
江
都
督
納
言
願
文
集
」
の
場

合
は
、
「
姑
射
」
が
「
遊
」
・
「
楽
」
と
結
合
す
る
用
例
は
③
の
み
で
あ
り
、

そ
の
ほ
か
の
用
例
に
お
い
て
は
、
「
姑
射
」
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
語
の
ほ

と
ん
ど
が
、
③
「
常
」
、
⑦
「
吏
」
、
③
⑬
「
、
在
、
②
①
⑪
⑬
⑫
「
弥
」
、

⑫
「
長
」
、
⑫
「
無
変
」
と
い
っ
た
、
水
遠
性
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
あ
る

い
は
②
「
万
劫
」
、
⑤
「
万
歳
」
、
⑬
「
千
秋
」
「
万
劫
」
、
⑬
「
三
千
年
」
・

「
七
百
歳
」
、
⑫
「
歴
劫
」
の
よ
う
に
、
き
わ
め
て
長
い
時
間
を
表
す
数
量

認
の
類
で
あ
る
。
「
江
都
督
納
一
一
口
口
願
文
集
』
の
こ
の
よ
う
な
、
単
な
る
「
上

皇
」
や
「
院
御
所
」
を
表
す
の
で
は
な
く
、
よ
り
広
汎
な
意
味
を
「
姑
射
」

に
持
た
せ
た
用
法
は
、
「
性
笠
集
」
か
ら
受
容
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
性

筆
集
」
か
ら
継
承
し
た
「
姑
射
」
の
用
法
を
、
「
江
都
督
納
言
願
文
集
」

は
さ
ら
に
広
い
も
の
に
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

「
院
の
長
寿
・
安
泰
」
と
い
う
意
味
に
関
し
て
、
「
江
都
督
納
一
吉
願
文
集
」

は
門
性
笠
集
」
に
比
べ
、
「
姑
射
」
と
組
み
合
わ
せ
る
語
の
範
聞
が
よ
り

広
く
な
っ
た
と
い
う
諾
葉
市
に
お
け
る
特
徴
が
あ
る
ほ
か
、
願
主
に
関
す

る
も
う
一
つ
の
特
徴
も
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
意
味
に
当
て
は
ま

る
半
数
ほ
ど
の
願
文
の
願
主
が
、
由
、
将
院
自
身
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
④

を
例
に
挙
げ
る
と
、
こ
の
願
文
は
雷
頭
に
、
「
太
上
天
皇
〈
諒
〉
敬
白
」

と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
④
の
願
文
は
白
河
院
の
立
場
で
作
成
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
る
。
そ
も
そ
も
、
願
文
と
い
う
も
の
は
、
法
会
の
場
に
お
い
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て
願
主
の
願
意
を
述
べ
る
文
で
あ
る
の
で
、
白
河
院
が
願
主
を
勤
め
る
こ

の
願
文
は
、

L

日
、
河
院
の
立
場
で
作
ら
れ
る
の
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

不
自
然
な
の
は
、
院
自
身
が
願
主
と
な
っ
て
い
る
願
文
の
中
で
、
院
自
身

の
長
寿
・
安
泰
を
祈
る
願
意
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
願
意
部
分
に
院

の
安
楽
な
生
活
を
祈
る
内
容
を
包
含
す
る
願
文
は
、
『
性
箆
集
」
に
す
で

に
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
「
性
筆
集
」
の
そ
れ
ら
の
願
文
は
、
嵯
峨
院
の

立
場
で
警
か
れ
た
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
性
霊
集
』
巻
六
・

四
五
「
奉
1
為
桓
武
皇
帝
・
諮
‘
太
上
御
寄
金
字
法
華
達
噺
」
の
場
合
、

冒
頭
に
「
沙
門
空
海
開
」
と
あ
る
。
こ
の
願
文
が
作
者
で
あ
る
空
海
の
立

場
で
警
か
れ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
表
二
③
の
願
文
と
好
対
照
に

な
っ
て
い
る
。
白
河
院
自
身
が
願
主
と
な
っ
て
い
る
願
文
の
中
で
、
院
自

身
の
長
寿
と
安
泰
な
ど
の
現
世
に
お
け
る
利
益
を
祈
る
願
意
は
、
末
法
と

い
う
時
代
に
お
け
る
人
々
の
恐
慌
し
た
心
理
を
表
す
一
方
、
院
政
に
お
け

る
白
河
慌
の
絶
大
な
権
力
を
誇
示
し
た
も
の
で
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
、
表
二
の
「
院
の
恩
恵
」
と
い
う
意
味
に
つ
い
て
見
る
。
願
主

で
あ
る
佐
藤
季
清
が
、
ま
ず
、
「
又
奉
レ
資
:
禅
定
仙
院
-
。
億
齢
億
齢
、

再
際
者
志
之
切
也
。
万
劫
万
劫
、
章
一
一
言
者
望
之
深
也
」
と
い
う
よ
う
に
、

白
河
院
の
長
寿
を
祈
る
。
「
姑
射
」
が
見
ら
れ
る
「
一
事
一
物
、
出
於

射
山
之
風
盛
時
。
公
云
私
云
、
成
:
於
沿
水
之
渥
沢
-
」
と
い
う
文
は
、
そ

の
後
に
続
く
。
こ
こ
で
の
「
姑
射
」
は
「
院
御
所
」
を
意
味
す
る
が
、
こ

の
一
文
は
、
季
清
が
公
私
に
わ
た
る
自
身
の
す
べ
て
が
、
白
河
院
の
恩
恵

に
あ
ず
か
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
も
し
こ
の
解
釈
が
間
違
い
で

な
け
れ
ば
、
「
江
都
督
納
一
一
一
一
口
願
文
集
」
に
お
い
て
、
「
姑
射
」
に
新
た
な
用

法
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
姑
射
」
と
い
う
認
は
、
初
期
の
漢
詩

作
品
に
お
い
て
、
主
に
本
来
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
。
本
来
の
意
味
に

加
え
、
天
皇
の
住
居
や
上
皇
を
指
す
用
法
と
、
天
皇
の
位
か
ら
退
い
た
上

皇
の
境
地
を
表
す
用
法
の
登
場
は
、
空
海
の
作
品
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
用
法
は
麿
文
に
も
見
ら
れ
る
と
の
李
氏
の
指
摘
を

踏
ま
え
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
用
法
の
出
現
は
、
空
海
の
入
唐

し
た
経
験
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
空
海
の
作
品
を

き
っ
か
け
に
、
定
自
家
文
革
」
に
は
天
皇
の
住
居
を
指
す
用
法
が
継
承
さ
れ
、

「
本
初
文
粋
」
に
は
さ
ら
に
、
「
院
御
所
」
と
「
現
世
で
の
理
想
郷
」
と
い

う
意
味
が
現
れ
た
。

「
一
江
都
督
納
言
願
文
集
」
に
い
た
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
漢
詩
文
に
見
ら

れ
た
「
姑
射
」
本
来
の
意
味
が
脱
帯
し
た
こ
と
に
加
え
、
「
性
格
一
括
集
」
、
『
菅

家
文
革
』
と
「
本
朝
文
粋
」
に
あ
る
天
皇
の
住
居
を
意
味
す
る
用
法
も
、

つ
い
に
姿
を
現
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
同
願
文
集
は
、
「
本

朝
文
粋
』
か
ら
、
「
院
御
所
」
と
「
現
世
で
の
理
想
郷
」
と
い
う
意
味
を

し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
「
性
霊
集
』
か
ら
、
「
上
皇
の
安
楽
な
生
活
」
を

象
徴
す
る
表
現
の
仕
方
を
継
承
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
現
世
に
お
け
る
「
院

の
長
寿
・
安
泰
」
と
い
う
意
味
に
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
『
江
都
督
納
言
願
文
集
」
に
お
け
る
「
姑
射
」

の
用
法
に
つ
い
て
、
そ
の
受
容
の
様
相
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
院

政
期
に
な
っ
て
く
る
と
、
院
と
「
姑
射
」
の
結
び
つ
き
が
よ
り
強
く
な
っ
て
、

そ
の
こ
と
は
、
「
姑
射
」
が
長
寿
を
表
す
文
言
と
結
び
付
い
て
院
の
長
寿
・
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安
泰
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
一
長
寿
を
表
す

言
葉
と
「
姑
射
」
が
併
用
さ
れ
る
例
は
、
「
性
霊
集
」
に
も
見
ら
れ
る
が
、

「
性
霊
集
」
で
は
両
者
が
結
び
付
い
て
、
上
皇
の
無
為
超
然
の
境
地
や
安

楽
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
表
す
の
に
対
し
て
、
「
江
都
督
納
一
一
一
一
口
願
文
集
」
で
は
、

そ
れ
が
院
の
長
寿
・
安
泰
を
表
す
よ
う
に
な
り
、
し
か
も
、
院
自
身
が
願

主
と
な
っ
て
い
る
願
文
に
多
用
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
願
文
は
、
ほ
と
ん
ど

白
河
院
政
期
に
お
い
て
作
ら
れ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
表
現
の
変
化
は
、
院
政
期
と
い
う
白
河
錠
の
権
力
が
全
盛
し
た
時
代
と

も
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
「
江
都
督
納
言
願
文
集
」
に
お
け
る
「
姑
射
」
の

用
法
を
中
心
に
考
察
し
た
が
、
時
間
の
関
係
上
、
中
国
の
詩
文
作
品
と
の

比
較
と
い
う
視
点
か
ら
の
検
討
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
「
江
都
督
納

ニ
一
一
口
願
文
集
」
以
降
の
受
容
の
様
相
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
余
裕
は
な
か
っ

た
。
「
江
都
督
納
吾
一
口
願
文
集
」
に
お
け
る
「
姑
射
」
は
、
用
法
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
対
話
の
種
類
も
そ
れ
ま
で
の
漢
詩
文
と
比
べ
る
と
、
豊
か
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
願
文
の
書
か
れ
た
立
場
と
願
意
の
変
化
と
も

関
連
し
て
い
る
と
考
え
、
右
の
問
題
点
と
と
も
に
今
後
の
研
究
課
題
と
す

る。

注
(
1
)
「
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
本
文
は
す
べ
て
山
崎
誠
「
江
都
督
納
言
願
文
集
注

解
』
(
塙
書
房
二

O
一
O
)
に
拠
る
。
た
だ
、
返
り
点
、
勾
読
点
に
関
し
て
は
、

わ
た
く
し
に
-
訂
し
た
笛
所
が
あ
る
。

(2)
王
叔
峡
吋
荘
子
校
詮
」
王
叔
峡
著
作
集
中
華
書
局
二

O
O
七。

(3)
「
懐
風
藻
」
の
本
文
は
す
べ
て
小
島
愈
之
校
注
「
懐
風
藻
文
華
秀
麗
集
本

拐
し
又
粋
』
(
日
本
古
典
文
学
大
系
六
九
岩
波
書
応
一
九
六
回
)
に
拠
る
。

(
4
)
「
文
筆
秀
腿
集
」
の
本
文
は
す
べ
て
小
島
憲
之
校
注
「
懐
風
藻
文
禁
秀
箆
集

本
州
明
文
粋
」
(
日
本
古
典
文
学
大
系
六
九
岩
波
書
庖
一
九
六
回
)
に
拠
る
。

(5)
川
口
久
雄
校
注
「
菅
家
文
革
・
菅
家
後
集
』
岩
波
書
庖
一
九
六
五
。

(
6
)
「
性
霊
集
』
の
本
文
引
用
は
す
べ
て
渡
辺
照
宏
・
宮
坂
宥
勝
校
注
吋
三
教
指
帰

性
霊
集
い
(
日
本
古
典
文
学
大
系
七
一
岩
波
書
応
一
九
六
五
)
に
拠
る
。

(7)
「
本
朝
文
粋
」
の
本
文
は
す
べ
て
大
曾
根
章
介
・
金
原
理
・
後
藤
昭
雄
校
注
「
本

相
明
文
粋
』
(
新
日
本
古
典
文
学
大
系
二
七
岩
波
書
庖
一
九
九
二
)
に
拠
る
。

(
8
)
注

(
5
)
頭
注
を
参
照
。

(9)
李
育
絹
「
貌
姑
射
に
住
む
上
皇
像
の
形
成

l
「
荘
子
』
「
進
退
遊
」
に
お
け
る

尭
帝
伝
承
か
ら
」
「
和
漢
比
較
文
学
」
三
二
二

O
O
四。

(
叩
)
山
本
真
吾
「
「
上
皇
御
所
」
の
呼
称
」
(
初
出
「
国
語
学
』
一
五
七
一
九
八
八
二
平

安
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
表
自
・
願
文
の
文
体
の
研
究
』
汲
古
書
院
二

O
O
六。

(
日
)
渡
辺
秀
夫
「
平
安
朝
文
学
と
漢
文
世
界
』
勉
誠
社
一
九
九
一
。

(
円
以
)
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
真
福
寺
普
本
叢
刊
』
十
二
『
漢
文
学
資
料
集
」
臨

川
警
高
二

0
0
0。
十
番
構
成
は
、
一
番
「
四
種
次
第
」
(
世
間
無
常
通
用
儀
、

品
不
行
儀
、
仏
法
讃
歎
、
悲
嘆
哀
傷
)
、
二
番
「
聖
霊
平
生
存
生
之
様
」
、
三
番
「
病

中
之
様
」
、
凶
番
「
逝
去
之
様
」
、
五
番
「
悲
嘆
事
」
、
六
番
「
日
数
事
」
、
七
番
「
修

普
仏
経
事
」
、
八
番
「
時
節
景
気
事
」
、
九
番
「
昔
因
縁
事
」
、
十
番
「
趨
向
句

事
」
と
な
っ
て
い
る
。
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土
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日
本
女
子
大
学

非
常
勤
講
締
)
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